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九経連「理事･審議員合同会議」（2023.9.21）

資料１【 別添 】

個別事業の概況
資料1「進捗状況一覧（表）」の詳細

2023年度上期事業進捗報告と今後の進め方について



❶. 新生シリコンアイランド九州
リーディング産業

九州地域戦略会議において取り組み強化
・九州半導体人材育成等コンソーシアムを軸に、

各県、九州経済産業局、SIIQと協働
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〈九州経済産業局リード〉
〈九経連〉

岸⽥⾸相、⻄村経産⼤⾂等へ要望
「半導体投資を支えるインフラ整備」
国内投資拡⼤のための官⺠投資フォーラム

（2023.4.6）
未利⽤⼯業⽤⽔道の活⽤、

草地等の⽔源涵養機能の強化
交通渋滞緩和のための道路整備

インターナショナルスクール整備
投資効果の波及効果を⾒据えた

⼟地利⽤調整の円滑化

⽔

交通

人

⼟地
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❷. 切れ目のないスタートアップ支援

ギャップ資金・大学シーズの事業化
〈九州・大学発ベンチャー振興会議 2017.2月設立〉
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イノベーション・DX

・産学共同代表︓ 九州⼤学・⽯橋総⻑、九経連・倉富会⻑
・実践会議議⻑︓ トヨタ⾃動⾞九州・朝倉副社⻑
・構成メンバー︓ 九州･沖縄13⼤学、企業･地銀･VC･団体

<ギャップ資⾦の拠出>
◇2020年度︓ 4,300万円のギャップ資⾦を組成し、各⼤学へ配分

11⼤学・シーズ19件、企業ニーズ39件
◇2021年度︓ 5,080万円／13⼤学・シーズ23件、企業ニーズ10社・24件
◇2022年度︓ 5,200万円／13⼤学・シーズ24件、企業ニーズ12社・24件

〈大学発ベンチャー創出のエコシステム〉

（出所： FFGﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ資料）

①ギャップ資⾦ 目標 6,100万円
②九州版「スタートアップ育成５か年計画ロードマップ」策定
（ベンチャー振興会議、PARKS/九州･沖縄18⼤学、J-Staryup KYUSHU/九州経産局、
九州･山口ベンチャーマーケット、九州･⼤学発ベンチャービジネスプランコンテスト）
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DX支援人材の育成・スキル向上による、地域企業の伴走型支援

中
小
企
業

産業振興・デジタル推進委員会 各自治体

伴走支援テンプレート

ソリューション提供

支
援

❸. 九州一体となったDXの実践
イノベーション・DX

地域企業向けDX導入コンサル事業
〈九州DX推進コンソーシアム 2021.11月発足〉

2023年度上期取組み
◇ 第2回総会開催 2023.5.23開催

◇ DX導入支援企業 ： 1社
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デジタル人材の育成と、
各種スマートサービスの実装を
両輪で進めていく。
（九経連、九州⼤学、福岡県、

デロイト･トーマツ）

多くの地域ベンダー・⾦融機関等で協業体制を構築したい
・既存の対応地域・取引先などで役割分担
・福岡銀⾏、⻄⽇本シティ銀⾏が参加

①九州における中小企業の伴走支援（10社以上）
②DXシンポジウム・セミナーによる情報発信、他団体との連携
（九州DX推進コンソーシアム主催シンポジウム開催、九州経済産業局/⾃治体との連携に
よるDX相談会、情報発信などを開催）

2023下期計画2023下期計画

ノウハウ提供



ICT人材育成
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先導的ICT人材育成 「実践インターンシップ」

約20日間にわたり、ソフトウェアや情報システム
開発等の開発プロセスの一部や検証・評価作業など、
実業務に関連するテーマにおいて知識・技術を習得。
〈対象〉⼤学院生（修士1〜2年）学部生（3〜4年）

2007年〜2022年 実績280名
◆参加 12⼤学

北九州市⽴⼤学、九州⼯業⼤学、九州産業⼤学、九州⼤学
福岡⼯業⼤学、福岡⼤学、熊本⼤学、崇城⼤学、佐賀⼤学
⻑崎⼤学、⻑崎県⽴⼤学、⿅児島⼤学

◆受入企業 33社
2023年 学生20名、企業11社参加

キックオフ会議開催（2023.8.1）

①2023年度 実践インターンシップ 成果報告会 開催
②産学連携による人材育成 施策⽴案
（各県情報サービス産業協会、数理・AI・DSコンソーシアムとの連携）
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・ESG投融資方針に基づく、
連携プロジェクトの創出

・マッチングイベント 等

➍. 地域企業の脱炭素経営の推進
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九州･沖縄･山口ESG投融資方針
〈2022.9月、地域ブロック単位で全国初〉

カーボンニュートラル

投融資の⼒で、経済価値、環境価値、社会価値の3価値を
統合的に高めることで、経済成⻑と同時に、環境保全、
地域社会のレジリエンス強化など、サステナブルな
地域づくりを推進。

３つの投資戦略
①領域DFGへの重点投資
②領域A➡領域DFGへの投資誘導
③領域BCE➡領域DFGへの移⾏支援

A

CB

経済価値

環境価値 社会価値

D F
G

E

18の投融資方針
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２

②開示の推進
• TCFD開示等に関する支援
• 投融資先排出量の分析支援
• データ基盤の整備

⾦融市場関係ステークホルダーの広範なネットワーク構築
・ESG⾦融ハイレベル・パネルの主催 等

①市場の形成促進
• グリーンボンドガイドラインの内

容充実による企業の活用促進
• グリーンボンド等への発⾏支援

の拡大
• 各省庁連携でのトランジション

ファイナンスの国際的信頼性の
向上

③ESG地域⾦融
• 地域⾦融機関による融資先支援

の具体化
• 脱炭素アドバイザー資格制度の創設
• 中小企業における包括的な脱炭素化

の促進

⾦融機関・投資家企業

⾦融市場

投融資

￥

⼤企業

中小企業

情報開示 機関投資家
⼤⼿⾦融機関

地域⾦融機関

第２回 九州･沖縄ＥＳＧ投融資推進会議
２０２３．９月１３日

①目標値の設定、②広域連携プロジェクトの取組みを検討



❺-1. 農林⽔産業の魅⼒づくり（輸出）
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海外販路開拓、輸出実務に関する伴走支援
〈九州の食輸出協議会 2020.1月設立〉

地域の「稼ぐ⼒」を⾼める

⼸場貿易㈱
（⿅児島）

㈱ABC
（熊本）

九州農産物通商㈱
（福岡）

九州農水産物直販㈱
（福岡）

福水商事㈱
（福岡）

中小輸出事業者の
受け皿として

九州の輸出拡大を支援

2023下期計画2023下期計画

・ 2020年1⽉設⽴。九州の地域商社および⾦融機関で構成。事務局は⼀般社団法⼈九州経済連合会。
・ 輸出相談窓口、生産者の輸出スキル育成、商社マッチング、共同での展示・商談参加、共同輸送等の事業を実施。
⇒  生産者と地域商社との共同輸出、地域商社間の共同による輸出取組のプラットフォーム

地域商社

■2023年10月（予定）
大潤發（台湾）九州フェア
・非⽇系企業との現地フェア
開催は協議会として初めて
の試み

・実施店舗20店舗(予定)

■2023年1１月（予定）
イオンマレーシア・カンボジア
九州フェア
・2021年から継続して開催
・実施店舗6店舗(予定)

■2024年2月（予定）
PPIH（米国）九州フェア
・米国(カルフォルニア・ハワイ)
での現地フェアは協議会として
初の試み

・実施店舗 16店舗（予定）



❺-2. 農林⽔産業の魅⼒づくり（林業）
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木造ビル普及 ～九州産木材の利用拡大
〈木造ビル構造標準モデル 2020.7月作成〉

地域の「稼ぐ⼒」を⾼める

・木造ビル設計図６プラン（福岡県･佐賀県･⻑崎県･⼤分県･熊本県、会員企業）
・他構造（鉄筋コンクリート造等）とのコスト比較表 木材サプライチェーン最適化へ

製材情報調査・集約

九州全域のJAS材取扱製材所に対し、
JAS材の構造材（梁・柱）がどのようなもの
を生産しているか等、調査・集約を実施

製材所情報
とりまとめ（１０月）

モクビルネットワークの
共有・補完体制の構築

素材生産者との
連携強化

WG開催、モクビル研究会
10/27.11/27実施予定

木材の
安定的な

供給と調達
を実現し、モ
クビル計画を

後押し

2023下期計画2023下期計画



❻.「住んでよし､訪れてよし､働いてよし」の九州実現
第三期九州観光戦略
〈第43回九州地域戦略会議で承認 2023.6月〉

地域の「稼ぐ⼒」を⾼める

２０２4～２０３０年度の７年間期間

①世界中から選ばれる「KYUSHU」を目指し、ブランディングを強化する
②九州ならではの観光資源の創出・魅力向上や受入環境の整備により、誘客・リピーターを拡大する
③デジタル技術の活用による、観光産業の高度化に取り組む
④九州に関わるすべての人がひとつとなり、持続可能な観光（観光SDGｓ）を実現する

●基本方針

Ⅲ 受入環境整備戦略
１ サステナブルで快適な周遊を促進する仕組み・システム構築
２ 安全・安心で快適な旅行環境の整備
３ 来訪促進のための観光インフラ整備

Ⅱ 観光資源戦略
１ 九州内の周遊を促進するルートづくり
２ 高付加価値商品の開発
３ 「おもてなし」あふれる地域づくり

Ⅰ 誘客促進戦略
１ ブランド戦略の再構築
２ 大規模イベント等を活用した九州の魅力発信
３ 国内外の地域、市場、ターゲットを絞った誘客活動

●戦略の柱

Ⅳ 観光産業活性化戦略
１ 担い手の確保・育成・定着
２ 観光産業の生産性向上、収益性向上
３ 幅広い関連産業との連携強化

訪れてよし

住んでよし

働いてよし

・九州ならではの魅力的な観光素材が充実している観光地として認識されている
・訪れる人の満足度は高く、何度でも訪れたい観光地になっている
・訪れる人が県境を越えて安全・安心な旅を楽しんでいる

・九州に暮らす人々も観光を通じて、九州の魅力の再発見をすることで、九州に対する誇りと愛着を持って暮らしている
・観光産業が地域の消費拡大を牽引し、地域および九州の経済全体が活性化している

・観光とまちづくりにより、関連産業を含めて新たな雇用が創造されている
・観光産業が従事する人にとって働きやすく魅力的な仕事であるとともに、ホスピタリティの向上につながっている

実現したい2030年の九州の姿

2023下期計画2023下期計画

・上記戦略に基づく第1次APを作成し、2024年度以降、３年間の産学官での取組を決定（10⽉、戦略会議にて報告） 9



②福岡ステージ

①北九州クリテリウム

③熊本（阿蘇）ステージ

④大分（日田）ステージ

マイナビ ツール・ド・九州2023開催ステージマイナビ ツール・ド・九州2023開催ステージ

④10/9
（月・祝）

③10/8
（日）

②10/7
（土）

①10/6
（金）

日次

大分
ステージ

熊本
ステージ

福岡
ステージ

北九州
クリテリウム

レース

135km106km145km1.7km x25周距離

2023開催スケジュール

サイクリング周遊型旅行商品

ディスカバー九州

❼. 「ツール･ド･九州2023」を契機とした交流人⼝の拡⼤
初開催でUCI（国際自転車競技連合）から

「クラス１」（上から3番目）の認定を受ける

人の流れをつくる

Make Kyushu Sustainable
九州の持続可能な未来のために
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高校生向けフィールドスタディ

マイナビ「locus」

2023下期計画2023下期計画
・10⽉開催のツールド九州の確実な遂⾏
・フィールドスタディ内容を各関係自治体

及び九州地域戦略会議にて発表
・次年度の開催自治体と各ステークホルダーとの
取組み検討



（うきは市とのSDGｓ農活）
・昨年に引き続き、農繁期の援農⽀援への産学への呼びかけと⽀援実施
・マリオット福岡うきはを基点としたうきは市内を周遊できる⼿段をうきは市に
提案し、実⾏へ繋げていく
（援農マッチングアプリの活用・企業研修への農業研修導入）
・会員企業等への周知など

❽. 地域を支える担い手と関係人⼝拡⼤（全体イメージとうきは市の事例等）

人の流れをつくる

①うきは市（福岡県）とのSDGs農活

・農家の人手不足改善、生産性向上
・地域の認知度向上、地域のファン獲得
・交流を通じた、知見やモチベーションアップ

・ESG経営推進
・社員のリフレッシュ
・やりがいと達成感

・SDGsの実践
・経験値アップ
・協調性、社会性向上

地域（農家）

企業（社員） 大学（学生）

イノベーション

新たな価値創造

多様性の理解

「関係組織」づくりによる
継続的な関係人口創出
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〈企業版〉 2022.10月 1泊2日（参加13名）
・うきは市のフルーツを使った新メニュー・デザートを開発へ
〈大学版〉 2022.11月 1泊2日（参加15名）
・うきは市を舞台としたゼミ研究へ2023下期計画2023下期計画

・⻄部電気⼯業（福岡市）
・2023.4.10-11 新入社員21名

・副業またはボランティアでのアプリを活用した労働⼒⽀援

農的関係人口拡⼤に向けた取組イメージ

②援農マッチングアプリの活用(2023.7〜）

③新入社員教育への農業研修導入



❾. ジェンダー平等推進
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多様な人材が能⼒を発揮できる

（１）ジェンダー平等推進のためのあるべき
法整備に関する提言

《最近の動向》
■一般事業主行動計画 常時雇用者101人以上企業対象へ

■女性版骨太の方針2023
①女性活躍と経済成長の好循環の実現に向けた取組の推進
②女性の所得向上・経済的自立に向けた取組の強化
③女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現

■ＬＢＧＴ理解増進法制定
■配偶者控除の廃止・見直し検討中

（２）優先課題の見える化、解決へのオール
九州での議論・機運醸成

昨今の動向より働き方に関わる提言を行い、地域
経済への貢献・活性化に繋げる

九州地域戦略会議・第20回夏季セミナー
《テーマ》

「誰もが輝くKYUSHU未来 ～九州ならではの価値を創り、
磨き上げる～ 」

【第４分科会】
《テーマ》 人口急減に立ち向かう地方元気戦略

～若者･女性から選ばれる九州へ～

「女性のエンパワーメントを核に、地域・組織の
活力と 成長の促進をめざす」を論点のもと、九
州の産学官リーダーによる議論を実施し、機運
醸成を図る

2023.8.3-4 別府市城島高原



❾. ジェンダー平等推進
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多様な人材が能⼒を発揮できる

（４）九州一体での連携ネットワークづくり

九州の各県同士の取り組みを知ることから始め、
意見交換を行う中で、施策間・地域間連携を推進

（３）ジェンダーギャップ地域間格差の是正

九州企業ジェンダーギャップ指数の多角的分析

多角的分析を基に地域・業種・従業員規模などの
強み弱みをフィードバックし、会員企業の改善に
繋げていただく

2023下期計画2023下期計画
(1)提⾔に向けた有識者WG設置と検討開始
(2)戦略会議にて⼥性活躍施策のアクションプラン⾒直し

協議
(3)会員企業へのヒアリングと分析結果展開
(4)九州２県の意⾒交換実施及び事業連携の検討



多様な人材が能⼒を発揮できる

❿. 産業競争⼒強化に向けた⾼度外国人材の獲得

韓国人材の日本就職支援
〈九経連 x 韓国・全国経済人連合会 2019.7月スタート〉

観光業界との就職マッチング

14

2023下期計画2023下期計画

・現在、就職⽀援に応募されている２社とのマッチングを
実施し、成約につなげる

・韓国⼈材採用を検討中である企業１社への事業内容
説明と応募に向けた依頼実施



⓫ ．デジタル x 防災等の官⺠サービス創出
災害情報活用の高度化、共同利用による広域連携の実証・実装

安心して暮らし続けられる

〈大分県・災害情報活用プラットフォーム「PREIN」〉

ドローン情報共有15時間先までのリスク解析リスクの可視化

〈「九州防災DXタスクフォース」（民間推進チーム発足 2023.8月）〉

大分・宮崎県境
PREIN実証

(2023.8-10月)

産業（特に半導体）を支える災害対策

●雷による瞬低・瞬停リスク低減のための落雷予測
技術の有効性検証

●集積産業（特に半導体）における瞬低・瞬停
損害回避スキームの構築・検証

県域を越えた
災害対応力の向上

パートナー企業

コアメンバー

15



九州防災DXタスクフォース
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新聞記事（2023年8月23日朝刊）
西日本新聞 面名：経済

安心して暮らし続けられる

日経新聞 面名：九州経済

2023下期計画2023下期計画

（１）⼤分・宮崎県境PoC検証（〜10⽉末）
（２）全県合同勉強会（11･1･3⽉）
（３）落雷危険予測ｻｰﾋﾞｽPoC

（早ければ下期から）



AI縁結びナビアプリAill goen

安心して暮らし続けられる

⓬. 結婚･出産･子育ての希望をかなえる

17

【企業・会員メリット】
・地元で住み続け、働き続ける ⇒ 人の流出防⽌
・ワークもライフも支え合えるパートナーとの出会い

2023
下期計画
2023

下期計画
・九州各県の「デジタルを活用した出会い結婚応援
プロジェクト」と本アプリとの連携による取組み検討

（10/5各県合同の意⾒交換会）



⓭. 九州スマートリージョン構想
みらいへの投資（基盤整備）

九州スマートリージョン構想とは九州スマートリージョン構想とは 九州全体が一つに繋がり、より安全･安⼼な社会にしながら成⻑へ、
各⾃治体がバラバラにDXを進めるのではなく、
広域連携×官⺠共創によるサービスモデルの実装を目指す。

『九州広域データプラットフォーム』構築へ

- 広域連携によるデータ連携基盤の
あり方・構築に関する課題整理、
及び基盤構築の方針策定

- パーソナルデータの利活用による
実効性の高いサービスを提供する
ためのデジタル認証の仕組み・
個人情報の取扱い等に関する課題
整理、及び基本設計方針の策定

〈2023.8月 官民検討会 発足〉

2023下期計画2023下期計画
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九州観光の問題

・長期滞在・域内回遊に資する情報提供とシステム環境の整備
・観光施設や他のサービスとの連携による需要取込最大化

・多様な移動手段を繋げ統合する新たな交通インフラの構築
・利用者減少幅を縮減する新たな需要創出

九州広域でのMaaSの構築

期
待
さ
れ
る
効
果

インバウンド消費の見劣と周遊環境
の未整備
・IB旅行消費額比率の相対的な低さ
・観光資源の広域分散

公共交通崩壊への深刻な懸念
・人口減少による需要の継続的縮小
・ドライバー不足悪化
・公共交通ネットワークの縮小・分断

公共交通の問題公共交通の問題

課題課題 課題課題

課題解決の手段として
サービスPF運用サービスPF運用 データ利活用推進データ利活用推進

フィジカル連携推進フィジカル連携推進 ナレッジ集約、人材確保・育成ナレッジ集約、人材確保・育成

みらいへの投資（基盤整備）

⓮. 九州MaaS

第４3回九州地域戦略会議（２０２3.6.1）

「九州MaaSグランドデザイン」 承認

2023
下期計画
2023

下期計画
プロポーザル等実施、サービスPF選定、官⺠負担割合等協議、
事業計画等策定、組織体制検討・構築、サービスPF契約⼿続、
参画事業者募集など

192024.4月～夏頃 サービス開始へ



⓯. アジアとの繋がりの強化
みらいへの投資（基盤整備）

九州プロモーションセンターinハノイ（K.P.C.）

ベトナム・ハノイに、オール九州の「シンボルセンター」である
K.P.C.がグランドオープン（2023.3.7）

九経連の協⼒の下、㈱カミチク・ベトナムがベトナム外務省との契約主体となり、
福岡地所系列ゼロテンパーク社（シェアオフィス運営）と連携し、開設。

20

2023下期計画2023下期計画

■2023年10月
ベトナムからの訪問団の

受⼊、経済交流
・⽇越外交５０周年の記念

イベントとして、ベトナムからミッ
ションの受入、経済交流を実施。

■2024年1月（予定）
ベトナムウェビナー開催
・ミッション派遣後のフォローアッ

プイベントとしてK.P.C.と連携し
たベトナムウェビナーを開催。

■2024年2月（予定）
ベトナムからの食の関係者の招聘
・ハノイの食のバイヤーを九州に招聘し、
産地の視察や九州の食の事業者との
マッチングを実施。

K.P.C.のグランドオープン後、効果的なK.P.C.の活用イベント
開催を検討しているが、2023年5月の広島サミット時に開催
された『日越ビジネスラウンドテーブル広島※』に倉富会⻑が
参加。スピーチの中でK.P.C.をPR。(2023.5.21)
（※チン⾸相をはじめベトナム政府⾼官他関係者が多数参加。）

（写真はイメージです）

2023上期実績2023上期実績



ヘルスケア産業 x 海外展開

昨年度、「九州・タイ ヘルスケアミッション2023」を派遣
＜⽇ 程＞ 2023年 2⽉８⽇（⽔）〜 11⽇（土）
＜訪問先＞バンコク市、ノンタブリー市・・・タイ投資委員会、保険省、社会開発・⼈間安全保障省、パラマウントベッドタイランドほか
＜主 催＞ 九州経済国際化推進機構
＜構 成＞ 九経連、 九州経済産業局、自治体（宮崎県・⼤分県）、企業、⼤学など32名
＜内 容＞ タイの⾼齢化進⾏の現状を踏まえ、ヘルスケア関連産業分野に焦点を当て、関係政府機関等への表敬、⾼齢者向け

施設の視察、⽇本の介護福祉機器の取扱いに興味のあるバイヤー・セラー等との相談会

21

今年度、継続してフォローアップ事業を展開
2023上期実績2023上期実績

◆「ヘルスケア関連産業におけるアジアへの海外展開推進ウェビナー」実施
・⽇ 時︓2023年8⽉29⽇（火）14:00〜16:10
・主 催︓九州経済国際化推進機構（九州経済産業局、九経連）、

JETRO、九州知的財産活用推進協議会
・参加者︓112名

2023下期計画2023下期計画
◆「九州・タイ経済交流ミッション」（仮称）の受入
・時期︓2024年3⽉
・概要︓タイの病院、介護施設の経営者に参加いただき、九州のヘルスケア

関連商品を紹介するマッチング、プレゼン会を開催
・その他︓「東京ケアウィークʼ24」やインバウンド事業の視察



九州・韓国経済協力会議2023開催

第２１回環黄海経済・技術交流会議の開催

九州、韓国、中国の政府・自治体、経済界等の関係者が⼀堂に集う経済交
流プラットフォームとして、2001年にスタート、三国政府（⽇本︓九州経済産業
局、韓国︓産業通商資源部、中国︓商務部）によるコミットのもと、年に⼀度、
三国の関係者が⼀堂に集い、交流を深化させることを目的として開催（2019年
以来４年ぶりの対⾯開催）。
2023年度は中国・⼤連市にて開催、三国から自国内の取組や協⼒事例の発

表等を⾏う。また、同会議に合わせて、産業視察やビジネスマッチング等を予定。

⼤連市

直近の対⾯開催の模様
第18回会議（2019年＠済寧市）

■⽇ 時︓2023年10⽉31⽇（火）
■会 場︓シャングリ・ラホテル⼤連
■参加者: 三カ国の産学官関係者約300名程度を予定
■主 催︓⽇本側－九州経済国際化推進機構（九州経済産業局、九経連）
■テーマ ︓環⻩海地域における協⼒・発展の成果を共有する

九州、韓国の経済交流会議として1993年にスタート、貿易、投資及び産業技術の交流拡⼤と地域間交流の
促進を目的として開催。
2023年度は福岡市にて、産業や観光、⼈材交流に関する取り組みについて事例発表と意⾒交換を⾏った。

⽇韓両国の関係改善を踏まえ、今後さらに交流を促進することを確認。
■⽇ 時︓2023年9⽉13⽇（⽔）
■会 場︓福岡市・⻄鉄グランドホテル
■参加者:⽇韓両国の関係者約40名
■主 催︓⽇本側－九経連、韓国側－韓⽇経済協会、韓⽇産業・技術協⼒財団他
■テーマ︓地域間交流の促進（万博、観光、産業、⼈材）

・九州からは、九州と韓国の企業連携、⼈材育成・交流、韓国万博招致への応援、ツーリズム活性化に
ついて、韓国からは、⽇韓の新たな経済協⼒、韓国⼈材の⽇本就職、庭園都市博覧会構想、通信
基盤活用による地域課題の解決に関する事例や取り組み状況について発表
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